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～ 障 害 者 が 安 心 し て 暮 ら せ る 地 域 社 会 を 目 指 し て ～ 
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       （NPO 法人おおぞら理事） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東日本大震災から 6 ヶ月が経ち、マスコミでは

東北各地から復興に向けての活発な動きが報道さ

れています。そして私たちは次第に被災地のこと

も忘れがちになっています。しかし、震災直後か

らほとんど牛久の自宅に帰らず、仙台を拠点に東

北各地の支援活動を続けている友人からは、まだ

まだ大変な状況であると連絡が来ています。現在、

最も大きな課題は「心のケア」と「コミュニティ

の再建」とのこと。 

短期間ですが、友人の活動に協力すると同時に

自分の目で状況を確認し、今後の支援のあり方や

地元でやらなければならないことを考えたくて仙

台に向かいました。 

お盆明けでしたが、新幹線も仙台駅も大混雑。

例年以上に故郷に帰る人が多かったのでしょう。

仙台駅の周りは「東京と同じだな」と感じるくら

いで、震災があったと思えない活況を呈していま

した。しかし、市役所に行くと 1階に支援関係の

部署や相談コーナーが並び、ホールには神戸を中

心に全国各地からの応援メッセージや世界各国か

らの支援の絵や手紙、折鶴などが並んでいました。

これを見た市民はきっと励まされただろうと思い

ましたし、具体的に形にして届けることが大切だ

と改めて思いました。 

翌日は牛久市も支援してきた亘理町に入りまし

た。まず、地域住民で町内に「たまり場」を提供

している主婦の呼びかけで集まった仮設の住人や

高校生（2 人）も含めて、上手にコミュニケーシ

ョンをとるためのワークショップを行いました。

今後長期にわたって仮設住宅を訪問し、心のケア

に関わって欲しいからです。その後カウンセリン

グの経験者を中心に、10人程で仮設住宅を廻りま 

 

 
 

 

 

した。「今でも突然ワーッと波の音が迫ってくるの

です。頭がおかしくなったみたい…」という住民

の声に胸がつまりました。でも大半の方は「大丈

夫ですよ。暑いのにご苦労様ですね」と労いの声。

本当に辛抱強い人達だと思いました。 

確かに暑い！仮設の床が低いので余計にアスフ

ァルトと砂利の熱気が上がってくるのです。 

100 世帯ほどの仮設住宅で、やはり高齢者の多

さが目につきました。しかし、障がい者の姿が見

えません。地域に密着して支援活動をしている人

たちに聞いても、誰も把握していません。先の「た

まり場」を主催している人も「精神の作業所が壊

れたのでここに来ても良いですか？と言われたの

で『1 人なら良いですよ』と言ったけど 1 日で来

なくなったわ」で終りでした。その後もあちこち

で聞いてみましたが、「多分ご家族で看ているので

しょうね…」と言った感じで熱心に活動している

人たちからも聞き出すことができませんでした。

新聞報道によれば神戸で障がい者の支援をしてき

た団体が市役所に掛け合っても「個人情報の保護」

といって教えてくれず、障がい者の把握が出来な

くて困っているとの事でした。 

最後の日は岩手県の遠野市、陸前高田市、気仙

沼港などをまわりました。何人かの方々からお話

を聞くことが出来ましたが、ここでも障がい者に

ついての情報は大きな施設のこと以外は聞けませ

んでした。心優しく、デリケートな人達だけに、

本人もご家族も支援者も、みんなどんなにつらい

思いをしていることだろうと私まで苦しくなりま

した。やはり日ごろから地域の人たちと関係を作

っていくことが大切だと思い、どうやって実現し

ていけば良いのだろうかと大きな宿題を背負って

帰ってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【亘
理
町
で
行
な
わ
れ
た 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
様
子
】 
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【飛び出せわんさか！】 

 

 
          

【夏 休 み】 

 
          

【屋形船の秋】 

 
          

【ランデブー】 

 

 
          

 【お魚になった私】 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

僕
は
学
園
並
木
か
ら
十
六
年
前
に
佐
貫
に 

引
越
し
て
き
ま
し
た
。
当
時
は
働
き
な
が
ら 

学
校
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
学
校
で
は
自
分
が
誰
よ
り
も
優
れ
て

い
な
い
と
い
け
な
い
競
争
の
社
会
で
し
た
。
そ
し
て
職
場
で
の
人
間
関

係
が
悪
化
し
て
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
…
、
仕
事
と
学

校
を
辞
め
る
こ
と
に
な
り
…
、
夢
の
仕
事
を
奪
わ
れ
た
こ
と
で
精
神
的

に
不
安
定
に
な
り
、
病
気
（
統
合
失
調
症
）
が
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。 

引
き
こ
も
る
事
が
無
い
よ
う
に
病
院
の
デ
イ
ケ
ア
に
通
い
ま
し
た

が
、
物
足
り
な
さ
を
感
じ
、
ゆ
う
あ
い
ワ
ー
ク
イ
ン
に
自
分
か
ら
足
を

運
び
、
な
に
か
『
自
分
が
こ
こ
に
居
て
も
い
い
』
と
感
じ
る
居
場
所
を

見
つ
け
ま
し
た
。
通
い
始
め
の
頃
は
強
い
薬
を
飲
ん
で
い
た
の
で
、
作

業
を
し
な
が
ら
い
つ
の
間
に
か
夢
の
中
に
…
眠
っ
て
し
ま
っ
た
（
笑
）

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今
で
は
自
分
と
同
じ
病
気
の
人
達
と
「
僕
は
こ
ん

な
こ
と
を
思
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
み
ん
な
に
話
し
た
り
、
み
ん
な

か
ら
調
子
の
悪
い
と
き
の
乗
り
切
り
方
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、

少
し
ず
つ
偏
っ
た
考
え
方
が
な
く
な
り
、
い
ろ
ん
な
人
達
と
良
い
関
係

を
持
つ
こ
と
で
成
長
し
ま
し
た
。 

 

今
の
僕
の
趣
味
は
音
楽
ラ
イ
ブ
を
見
に
行
く
こ
と
で
す
。
特
技
は
中

国
語
で
、
龍
ヶ
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
の
中
国
語
会
話
教
室
に
通

っ
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
中
国
か
台
湾
で
仕
事
を
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
聞
き
取
り
は
苦
手
で
す
が
（
笑
）
自
分
が
言
い
た
い
中

国
語
は
い
く
ら
か
話
せ
ま
す
。
あ
と
は
ワ
ー
プ
ロ
で
小
説
を
書
い
た
り

し
て
い
ま
す
。
一
冊
の
本
に
で
き
る
ほ
ど
書
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
内

容
は
？
い
つ
も
い
き
あ
た
り
ば
っ
た
り
で
書
い
て
い
る
の
で
楽
し
い

か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
（
笑
）。 

こ
ん
な
僕
で
す
が
、
ゆ
う
あ
い
ワ
ー
ク
イ
ン
に
通
い
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

ゆ
う
あ
い
ワ
ー
ク
イ
ン
Ｈ
・
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                            ふれんず生活指導員  高橋 純 

地域活動支援センターふれんずでは、創作活動の一つとして月に2回程 

度「コラージュ」を楽しんでいます。「コラージュ」は「貼りつけること」 

を意味するフランス語です。絵画に写真や新聞紙など既製のものを貼りこ 

むもので、ピカソやマチス等が利用した芸術の表現技法ですが、芸術療法 

としても研究され使われている表現方法です。 

「コラージュ」にはいろいろな方法がありますが、私たちが行っている作業は、様々な種類の雑誌や

パンフレットの中から、自分が気にいった写真やイラストや文字を切り抜いて、Ａ４程度の台紙に張り

付けて作品を作るものです。作業は簡単ですが、選んだ写真の内容、切り方、貼り方、構成の仕方それ

ぞれが違っていて、その人らしい個性的な作品が出来上がります。出来上がったら、その作品に題名を

つけてもらいます。なんでこの写真を選んでこの作品を作ったのか、作品を見て視覚化された自分の心

の中を感じてみたり、仲間同士で鑑賞しあったり、連続して参加している方は、作品を並べてあの時あ

んなことを思って作ったなどと思い返してみるのも楽しみだと思います。 

最近は、複数の人達で協力して大きな一枚の作品を作ってみました。相談して題名を決め、それぞれ

に切りぬいた後、協力して

一つ作品に作り上げまし

た。楽しんで作り上げて行

くなかで作品に現れた自分

の心の在り方を確認してい

ければ良いと思います。 
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…多くの利用者の皆さんとともに 

 

 

 

ともだち村は連日の猛暑の

中、板橋本部で養鶏・食品・

畑の３事業を、谷田部分室で

はクッキーとパンの事業をそ

れぞれが頑張っています。 

 

養鶏では平飼のにわとり

もお世話をする利用者もこの

夏の暑さの中、雨が降っても

休むことなく頑張っています

(にわとりはちょっと夏バテ

気味ですが…)。おからと給食

の残りものやキャベツ、大根

葉などの野菜類をぬかや専用

の飼料と混ぜて餌を作るのも、

鶏舎に餌を運ぶのも重労働。 

そして、たまごの扱いには

細心の注意を払いながら産卵

箱から集め、洗ってパック詰

めをして｢ゆっこら自然卵｣の

出来上がり。待っているお客

さんのもとに届けています。 

 

 

 

 

 

 

食品事業では毎日の給食

で多くのメンバーが仕事をし

ています。給食の調理補助を

する人、返ってきた食器類の

洗浄をする人、ユニホームや

布巾を干したりたたんだりす

る人、3 事業所に配送をする

人等々。また、燻製たまごや

たまごを使ったお菓子などの

試作等にも取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

畑では連日の猛暑にもめ

げず 1 日平均 5～6 人のメン

バーが草刈りや野菜の収穫に

励んでいます。収穫した野菜

は給食の食材に。昨年植えた

ブルーベリーは 7 月 20 日に

初収穫。農産物直売所で生食

用として販売し、残りはジャ

ムに加工する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 谷田部分室ではクッキー

に加えておからパンと新たに

夏野菜のピザを開発。利用者

も新しい仕事に挑戦。おから

あんパンのあん包みも初めは

苦労していましたが、上手に

なりました。パンとピザは隣

接している谷田部老人福祉セ

ンターに訪問して販売。売れ

行きも上々です。 

 

ともだち村で作った商品は

これまでの販売先に加えて老

人福祉センター、新たに利根

町とつくばみらい市の農産物

直売所でも販売を始め、リピ

ーターもつき始めています。 

 

 

 

 

 

また、イベントなどでひよ

こと触れ合ってもらい、とも

だち村の商品を知っていただ

く企画も春から始めました。 

秋のイベントにもひよこと

ともに参加する予定です。 

 

 

 

 

 

利用者の皆さんが一生懸命

に作った商品をさらに多くの

方に知ってもらい、お買いあ

げいただけるように、そして

利用者の皆さんの工賃をあげ

ていけるように工夫していき

たいと考えています。  

 

おからパン チーズケーキ 

収穫した野菜 

今年初収穫のブルーベリー 

直売所納品中 

ユニフォームを 
きちんとたたむ 
のも大事な仕事 

畑の収穫作業 ブルーベリーの 
選別作業 

（就労継続支援 B型ともだち村施設長 松橋 和枝） 

洗ったたまごを 
丁寧に拭きます。 
 

ひ
よ
こ
と
触
れ
合 

う
小
学
生
た
ち 

給食の 
人気メニュー 

にわとりの朝食
です。 
 


